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立命館大学広報課    

立命館大学 Sustainable Week 実行委員会（以下、実行委員会）は、学生主体で持続可能な開

発目標（SDGｓ）の 17 の達成目標に向けて課題解決に取り組む「Sustainable Week 2020：Imagine 

the Future -ニューノーマルな文化祭-」を 10 月 5 日（月）～10 日（土）、オンライン開催いたします。 

 

SDGs（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）とは、持続可能な世界を実現す

るための 17 のゴール・169 のターゲットから構成されている国際目標です。2030 年の達成に向けた

世界共通の目標でありながらも、日本では当事者意識を持つ機会が少なく、認知度は高くありませ

ん。さらに、新型コロナウイルス感染拡大の影響により、SDGs の推進には遅れも生じています。 

本イベントは、2017 年度より実施している学生主催の SDGs 体験・啓発イベントです。例年通りの

キャンパスを活用した対面形式のイベントではありませんが、YouTube や Zoom 等のオンラインツー

ルを最大限に活用したニューノーマルな形式です。「滋賀県の SDGｓに関する取り組み」をテーマに

三日月大造・滋賀県知事と学生によるトークセッションや、滋賀県守山市の大川をテーマにボラン

ティア活動について考えるイベントを予定しています。 

多くの参加者に少しでも SDGs を考える、行動を起こすきっかけになれば幸いです。 

※本団体におけるニューノーマル：新しい生活様式の中で、あえて挑戦することで見えてくる経験を記録  

することで、挑戦の再現性を高める考え方。 

記 

 
日  時：2020 年 10 月 5 日（月）～10 月 10 日（土）  

開催方法：オンライン（YouTube、Zoom、Stand.fm、Remo 等） 

対  象：どなたでもご参加いただけます。 

内  容：オンラインでのトークセッション、ワークショップ、ラジオ配信など 

※詳しくは、Sustainable Week 2020 特設サイトをご覧ください。 

公式 HP：https://sustainableweek.org/sw2020/ 

主  催：立命館大学 Sustainable Week 実行委員会 

後  援：滋賀県、大津市、草津市、立命館 SDGs 推進本部、立命館大学サービスラーニングセン 

ター ※予定を含む 

以上 

 
●取材・内容についてのお問い合わせ先 

立命館大学広報課 担当：名和 TEL.075-813-8300 

SDGs に触れる 6 日間、今年は完全オンライン！！Sustainable Week 2020 

「Imagine the Future -ニューノーマルな文化祭-」をオンライン開催 

開催期間：2020 年 10 月 5 日（月）～ 10 月 10 日（土）        

 

https://sustainableweek.org/sw2020/


別紙  

■主な企画概要 

〇つながるしが、つなげるワタシ。SHIGA SDGs Studios 成果報告会 （10 月 5 日 15:30～） 

SHIGA SDGs Studios は、滋賀県内の大学生たちが滋賀県の SDGs に関する取り組みの取材、

記事作成を行うプログラムです。本企画では、プログラムを受講した学生と三日月大造・滋賀県知

事による滋賀の魅力や課題、大学生が活動をきっかけに挑戦したい事などをテーマにトークセッショ

ンを行います。 
 

〇Connect Campus 2020 （10 月 5 日 20:00～） 

多くの国際学生が学ぶ立命館大学ですが、キャンパスを超えた学生同士の交流の場が少なく、

国際性に富んでいる学部・学科を除き、日本人と留学生の間に壁があるという声が上がっています。

本企画では Web 会議システム「Remo」を使用して、国ごとに部屋を分けてバーチャル留学を行い、

立命館大学および立命館アジア太平洋大学の学生らを繋げ、国際交流企画を行います。 
 

〇haconiwa＠オンライン - 地域密着活動からＳＤＧs を考える （10 月 9 日 20:00～） 

滋賀県守山市の大川で復興、地域コミュニティ形成の活動を行っている団体 haconiwa とともに、

Google ストリートビューを用いて実際に活動している大川をめぐります。参加者は大川とその周辺の

現状を理解した後、グループディスカッションを通し、子ども対象の環境学習や河川の活用事例等

の企画立案を行います。企画立案した内容は冬、もしくはそれ以降に組み込むことを目指します。 
 

〇誰もが活躍できる「多様性のある社会」とは（10 月 10 日 18:00～） 

「誰ひとり取り残さない」社会の実現を目指し活動している教授、学生、社会人が、さまざまな切り

口から「ダイバーシティ・インクルージョン」社会の実現についてディスカッションを行います。 
 

■応援金募集について 

 Sustainable Week 2020 では、Sustainable Week 2020 および運営・協力団体の活動に対し、投

げ銭を用いた支援・応援企画を行います。「応援したい」という気持ちを、簡単な操作で気軽に投げ

銭の形で伝えることができる、クラウド型応援金システム「KASSAI」を導入し、イベントの実施中だけ

でなく実施前・後にも応援をカタチにすることができます。 

 詳細について：https://sustainableweek.org/sw2020/kassai/ 
 

■プログラムについて 

 


